
議事録 

（令和８年度第１回 北海道内部統制推進員会議） 

 

日 時：令和８年４月 21日（火） 16:00～16:20 

場 所：本庁舎３階 テレビ会議室 

 

【林下イノベーション推進局長】 

・ ただいまから「令和８年度第１回北海道内部統制推進員会議」を開催する。 

・ 本日司会を務めさせていただくイノベーション推進局長の林下。 

・ 本日はお忙しい中お集まりいただき感謝。 

・ まず、統括内部統制推進員である笠井イノベーション推進監からご挨拶をさせ

ていただく。 

 

【笠井イノベーション推進監】 

・ 本日は、地震への対応など大変お忙しい中お集まりいただき感謝。 

・ この会議は令和６年度に発生した新型コロナ臨時交付金等の返還事案を受け、

不適正事案の情報共有や、再発防止実施等に係る情報提供を実施するために、令

和６年 10 月に設置したものであるが、本日は令和８年度の新たな体制になって

初めての会議となる。 

・ 適正な事務の確保に向けては、職員一人ひとりの意識を高め、組織としてのチ

ェック機能を向上させる取組を継続的に実施していくことが必要。そうした観点

から、本日の会議では、改めて内部統制制度等について説明するとともに、今年

度の取組などについて共有することとしたい。 

・ 人事異動もあり、業務に不慣れな職員も多いと思う。本日お集まりの皆様にお

かれては、各所属内においてきめ細やかな目配りをしていただき、適正な事務の

確保に向けた取組の周知徹底について協力いただくよう、よろしくお願いする。 

 

【林下イノベーション推進局長】 

・ 本日は、３つの議題についてご説明する。 

・ まず１つ目「北海道内部統制推進員会議について」、２つ目に「内部統制制度に

ついて」事務局から説明する。 

 

【金見行政マネジメント推進課長】 

・ 総務部行政マネジメント推進課の金見。 

・ 議題１「北海道内部統制推進員会議の概要」について説明する。 

・ 本会議は、内部統制の取組を通じた再発防止策の効果的な実施や、リスク事案



に関する情報共有などを目的として、各部次長、振興局副局長を推進員とし、令

和６年 10月末に設置したもの。 

・ 本会議は、各所属における重要リスク項目の取組が開始される年度当初などリ

スク対応の周知徹底が必要なタイミングで定期的に開催するほか、重大な影響を

及ぼす事案が発生した場合などに、随時開催するもの。 

・ 昨年度は資料のとおり３回開催。 

・ 第１回は、本日と同様に、人事異動後初めての会議であったため、内部統制推

進員会議と内部統制制度について、そして、令和７年度の取組について説明した。 

・ 第２回は、ＮＨＫ放送受信料の未払い事案が発生したことを受け、事案の概要

や原因、再発防止策について共有を図った。 

・ 第３回は、内部統制制度や令和８年度の内部統制に係る重要リスク項目、重点

取組項目などについて、書面により共有した。 

・ 続けて、議題２「内部統制制度」について説明する。 

・ 内部統制制度は、事務上のリスクの発生を抑制し、事務の適正な執行を確保す

るための取組として、令和２年度から導入しているもの。毎年度、重要リスク項

目を定めて、適正な事務が執行されるよう、各課において対応策を講じている。 

・ ただいまの重要リスク項目について、道の業務のうち、リスク発生の可能性が

高いものや、発生した場合の影響度が大きいものを選定し、選定したリスクにつ

いて、対応策の検討、点検、評価を実施しているもの。 

・ 制度の流れについては、重要リスク項目を選定し、３月に各所属において、翌

年度に向けてリスクに応じた対応策を検討いただき、年度を通じ実施していただ

く。 

・ １年度間の取組内容については、自己評価と制度所管課による一次評価、そし

て評価部局である当課で実施する独立的評価を経て、報告書を作成し、翌年の３

定において、議会に報告する流れとなる。 

・ 説明は以上。 

 

【林下イノベーション推進局長】 

・ ただいまの説明に意見やご質問等があれば伺う。 

・ では続いて、３として「令和８年度の取組について」、まず１番目、「令和８年

度重要リスク項目・重点取組項目について」事務局から説明する。 

 

【金見行政マネジメント推進課長】 

・ それでは、議題３の「令和８年度の取組について」説明する。 

・ 今年度の重要リスク項目は、こちらの 10 項目となっている。なお、数字が赤

枠になっているところは、重点取組項目となっている。 

・ 重点取組項目については、先ほどの 10 項目の重要リスク項目のうち、「重要リ



スク項目に選定してから２年以内のリスク」や、「重点取組項目に選定してから

２年以上経過したが、発生件数が減少していないリスク」、「過去５年間の発生頻

度の高いリスク」から選定した５つのリスク項目について、関係規程や発生事案

の傾向などをわかりやすく情報提供し、リスクの発生抑止に重点的に取り組むこ

ととしているもの。 

・ 重点取組項目に対する取組として、リスクに関するルールや、発生事案の傾向

と対策を「リスクのクスリ」として、掲示板やイントラネットで紹介しているの

で、ぜひそれぞれの所属の不適正事務の防止に向けた取組にご活用いただきたい。 

・ 説明は以上。 

 

【林下イノベーション推進局長】 

・ ただいまの説明に意見やご質問等があれば伺う。 

・ それでは、続いて、「不適正事務の再発防止に向けた取組について」事務局から

情報提供させていただく。 

 

【金見行政マネジメント推進課長】 

・ それでは、２の「不適正事務の再発防止に向けた取組について」説明する。 

・ こちらは、令和６年度に発生した新型コロナ臨時交付金の返還事案を受け、本

会議で示した不適正事務の再発防止に向けた取組項目。 

・ これらの項目について、令和７年度にも取り組んできたところだが、継続的な

取組が必要と考えていることから、今年度も引き続き取り組んでいくので、それ

ぞれの所属においても、適切にご対応いただくよう、よろしくお願いする。 

・ 説明は以上。 

 

【林下イノベーション推進局長】 

・ ただいまの説明に意見やご質問等があれば伺う。 

・ それでは、続いて、３として「ＮＨＫ放送受信料未払いの再発防止について」、

あわせて４として「令和８年度財務会計事務関係研修について」、出納局山田次

長からご説明をお願いする。 

 

【山田出納局次長】 

・ 出納局の山田。 

・ 私からはＮＨＫの関係、財務会計事務研修についてお話しさせていただく。 

・ ＮＨＫ放送受信料の未払い事案については、先ほどもお話があったが、本年１

月に開催された本会議で、「テレビ受信機を管理する台帳の整備」や、「テレビ受

信機能のない機器の設置」といった再発防止策について、周知及び取組の徹底を

お願いしたところ。 



・ 今回は、新年度となり、改めて皆さんにテレビ受信機の適正な管理をお願いし

たいということで、お話しさせていただく。 

・ ＮＨＫ放送受信料の未払い事案を受け、４月 17 日付けの通知でもお知らせし

たが、各所属におかれては、テレビ受信機台帳を作成していただき、執務室ごと

の台数や契約状況、そして受信機能などについて管理していただいているところ。 

・ 特に今回は、新年度の受信契約の締結時期であることから、今後、各所属から

契約を行う集約機関に受信契約を申し込む際には、台帳と現物を突合し、受信機

の台数に誤りが生じることのないよう、十分、注意いただきたい。 

・ また、年度替わりでテレビ受信機の設置場所の変更やＮＨＫＯＮＥの利用開始

や終了といったことが生じた場合においても、台帳へ正確に反映させ、集約機関

に報告するようお願いする。 

・ ３月には、振興局総務課を対象とした「ＮＨＫ受信契約事務研修」を実施した

ところだが、今後においても、職員の受信料制度の理解を深めるため、この後の

研修の説明でもお話しさせていただくが、オンデマンド方式による研修なども活

用しながら、再発防止を図って参りたいと考えている。皆様におかれては、ＮＨ

Ｋ放送受信料の未払いを繰り返さないためにも、改めて、各所属への周知、再発

防止策の確実な実施について、よろしくお願いする。 

・ 続いて、「令和８年度財務会計事務関係研修について」。 

・ 令和８年度の財務会計事務に関する研修計画については、先般、出納局から各

所属へ通知したところ。 

・ これまでの内部統制推進員会議においては、不適正事務に関する再発防止のた

めの具体的な取組として、「会計事務など専門知識の向上を図る研修の充実」な

どが示されてきたところ。 

・ これらの取組を進める趣旨から、出納局が実施する財務会計事務に関する研修

についても、一人でも多くの職員に受講していただきたいと考えている。 

・ 出納局主催の研修については、財務会計事務に携わる職員の実務経験等を勘案

しながら、６つの研修を計画している。 

・ これらの研修のうち、「財務会計事務初任者研修」については、新規採用職員

や、初めて財務会計事務を担当する職員に向けたものであり、初歩的な知識の習

得を目的として、本年度から新たに実施することとしたもの。 

・ また、この「初任者研修」のほか、財務会計事務の「担当職員研修」と「基礎

研修」については、柔軟な研修機会を確保する観点から、オンデマンド方式とし、

時間や場所に制約されず、必要な時期、必要な場合に受講できるよう研修動画を

作成し、１パソでの視聴を可能としたもの。 

・ これら研修については、財務会計事務に携わる職員に備えていただきたい知識

の習得・向上を目的としており、各部や各振興局の関係職員に積極的に受講して

いただきたいと考えているところ。 



・ 皆様におかれては、職員の研修受講の働きかけやご配慮についてお願いすると

ともに、特にオンデマンド方式の研修では、勤務時間中に視聴することが見込ま

れるため、視聴時間の確保についても、ご配慮をお願いする。 

・ また、これらに加え、毎年５月頃に人事課から通知される、職場研修の素材と

して、動画の提供を予定しているので、先にお話ししたオンデマンド方式により

実施する研修の動画とあわせて、職場研修などを実施する際には、研修素材とし

ての活用についてご検討いただきたい。 

・ 職員の財務会計事務に関する知識の向上のため、出納局としても研修機会の確

保、研修の充実などに取り組んでいきたいと考えているため、引き続き協力をお

願いする。 

・ 説明は以上。 

 

【林下イノベーション推進局長】 

・ ただいまの説明に意見やご質問等があれば伺う。 

・ そのほか共有事項等あれば伺う。 

・ それでは、以上で令和８年度第１回北海道内部統制推進員会議を終了する。 

・ 皆様におかれては、本日の資料を参考とし、各部での取組に活かしていただき

たい。また、令和８年度の取組の実施にあたっては、引き続き協力をお願いする

とともに、本内容についての所属職員への情報共有について、よろしくお願いす

る。 


